1　液化石油ガス設備工事届書の方法
	×　整理番号
	

	× 受理年月日
	年　　月　　日


様式第48（第88条関係）
液化石油ガス設備工事届書

平成○年○月○日
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○ ○ ○ ○ ○ 殿


氏名又は名称　
○○住宅設備工業㈱

代表者氏名（法人の場合）
代表取締役　○○○○社　　印

住所　
広島市東区○○－○○代表者印

（電話番号）  
082（228）2111
液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第38条の3の規定により、次のと
おり届け出ます。
	工事に係る供給設備
又は消費設備の所在地
	広島市中区基町10－52

	当該設備の所有者又は
占有者の氏名又は名称
	（名　称）　○○○○アパート

（所有者）　広島　太郎

	当該設備の使用日的
	※　該当する番号に○をし、又「２」を選択した場合には、該当する
記号（ア～ウ）に○をする。なお、「１」又は「２」以外にも消費の態様がある場合には「３」にも○をし、使用目的をできるだけ詳しく
記載する。
1　生活用
2　業務用
ア　冷暖房用
イ　調理用
ウ　サービス業の用
3　その他（　　　　　　　　　　　）

	貯蔵設備の貯蔵能力
	600kg（　50　kg　×　12　本　）

	工　事　の　内　容
	※該当する番号に○をし、又「2」を選択した場合には該当する
記号（ア～ウ）に○をする。
1　供給設備の設置の工事
2　供給設備の変更の工事
ア　供給管の延長を伴う工事
イ　貯蔵設備の位置の変更を伴う工事
ウ　貯蔵能力の増加を伴う工事
※　増加前の貯蔵能力（　　　　kg）


（備考）l　この用紙の大きさは　日本工業規格A4とすること。

2　×印の項は記載しないこと。

3　添付書類
①　設備の付近の状況を示す図面（容器置場の位置（貯蔵設備が貯槽である場合を含む。以下単に容器置場という。）及び周辺の物件名等を明示した付近の状況図）
②　設備の構造の状況を示す図面（容器置場の構造図（寸法及び面積等を記入したもの）、フローシート又は配管図、及び機器等一覧表）


	×整理番号
	

	× 受理年月日
	年　　月　　日


様式第48（第88条関係）
液化石油ガス設備工事届書
年　　　　　月　　　　　日
　　　　　　　様
氏　名　又　は　名　称　
代表者氏名（法人の場合）
　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞
住所　

（電話番号）　

液化石油ガスの保安の確保及び取引の適正化に関する法律第38条の3の規定により、
次のとおり届け出ます。
	工事に係る供給設備
又は消費設備の所在地
	

	当該設備の所有者叉は
占有者の氏名又は名称
	

	当該設備の使用日的
	※　該当する番号に○をし、又「２」を選択した場合には、該当する
　記号（ア～ウ）に○をする。なお、「１」又は「２」以外にも消費の
態様がある場合には「３」にも○をし、使用目的をできるだけ詳しく
記載する。
1　生活用

2　業務用

ア　冷暖房用
イ　調理用
ウ　サービス業の用

3　その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	貯蔵設備の貯蔵能力
	kg（　　　　kg　×　　　　本　）

	工　事　の　内　容
	※　該当する番号に○をし、又「２」を選択した場合には、該当する

記号（ア～ウ）に○をする。
1　供給設備の設置の工事
2　供給設備の変更の工事
ア　供給管の延長を伴う工事
イ　貯蔵設備の位置の変更を伴う工事
ウ　貯蔵能力の増加を伴う工事
※　増加前の貯蔵能力（　　　　　　　　　　kg）


（備考）
l　この用紙の大きさは　日本工業規格Ａ４とすること。

2　×印の項は記載しないこと。

3　添付書類
①　設備の付近の状況を示す図面（容器置場の位置（貯蔵設備か貯槽である場合を含む。以下単に容器置場という。）及び周辺の物件名等を明示した付近の状況図）

②　設備の構造の状況を示す図面（容器置場の構造図（寸法及び面積等を記入したもの）、フローシート又は配管図、及び機器等一覧表）
→　届出先は消防本部お尋ね下さい。


→　届出者が個人の場合の記載方法




















※　「住所」の欄は次の通りとする。


届出者が法人の場合は主たる事務所の所在地


届出者が個人の場合は生活の本拠地








氏名又は名称　 ○○住宅設備工業


代表者氏名（法人の場合）　広島　太郎　個人印


住　　　　　所　 広島市東区○○－○○


（電話番号）　 082（228）2111





→「1」、「2」　及び「3」に該当する場合は全て


に○をする


例えば、自宅と店舗か共有している場合で、自宅


では生活用として使用する一方、店舗では業務用と、


保安法上の消費者の用として使用する場合など。





→「2」の「ア～ウ」については複数選択化





→　添付書類については　次の記載例を参考。


なお、「容器置場の位置及び周辺の物件等を明示した


もの」については、住宅地図等に容器置場の位置を明


示したもので可。








